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それぞれの発作によって、発作

時の様子や時間、処方薬の種

類、対応方法が異なります。 

発作は睡眠不足、疲労、発熱、飲酒、

低血糖、生活環境の変化等や精神的

ストレスや興奮のように、精神的要

因も発作のきっかけになることがあ

ります。 

てんかん 
 

てんかんとはさまざまな原因によって起こる、てんかん発作を特徴とする慢性の脳の病気です。 

有病率はおよそ 0.5～1％と言われますが、「てんかん」という言葉は知られていても、誤った情報も多く、一般の方には

正確な情報はあまり知られていません。 

ご本人やご家族は病気と向き合う以外に「誤った情報」や「偏見」に対して辛い思いをされています。 
 

＊ てんかん発作とは 
脳には150億個の神経細胞のネットワークがあり、電気信号のリレーが行われています。 

脳神経回路のショートによって、コントロールを失った電流の流れが発作症状と言われています。ショートした脳神経回路

の場所によって発作症状が違います。 
 

＊ 発症年齢 
乳幼児から高齢者まで幅広く起こりますが、3 歳以下での発症が最も多く、80％程度は 18 歳以前に発症すると言われ

ます。最近は脳血管障害などにより高齢者の発症が増えています。 
 

＊ 遺伝について 
てんかんは、ほぼ遺伝しないと言われています。 

ただし一部のてんかんでは発症や発作の起こりやすさなどで、遺伝との関係が明らかになっています。 

そのようなてんかんのほとんどは良性で治癒しやすいと言われています。 
 

＊ 発作の分類 
 意識を無くす 意識がある 

けいれんがある 

大発作 

強直発作 

複雑部分発作 

ミオクロニー発作 

単純部分発作 

けいれんがない 

欠神発作 

脱力発作 

複雑部分発作 
単純部分発作 

 

＊ 発作の起こりやすい時間帯 
 

 

 

 

 
 

＊ てんかんの治療 

現在は適切な治療によって発作を70～80％の人がコントロールできるため、多くの人が普通に生活をしています。 

しかしおよそ20％の人に、服薬しても発作のコントロールが難しい難治性てんかんがあると言われます。 

抗てんかん薬による薬物療法 
最も重要なことは、「てんかん」であることを正確に診断することです。 

抗てんかん薬の選択は発作型で決まります。てんかんの患者さんのおよそ 80％が薬によって発

作を完全にコントロールできます。飲み忘れ、飲み過ぎには注意が必要です。副作用のうち薬疹

が疑われる場合はすぐに受診しましょう。 

外科治療 

難治性症候性部分てんかんの場合などで行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

リラックスして 

いるとき 入浴中 入眠時 起床前後 

緊張しているときには

起こりにくい 

リラックスと体温の 

上昇がポイント 

浅い睡眠で 

起こりやすい 

十分目覚めて 

いないとき 

日本てんかん協会 

てんかん相談専門ダイヤル（無料） 

☎ 03-3232-3811 

平日の月・水・金 12:00～17:00 
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てんかん 

定義上のひきこもり 

６ヶ月以上自宅にひきこもって、会社や学校に行かず、

家族以外との親密な対人関係がない状態で、ほかの精

神障害が第一の原因でないもの 

広い意味でのひきこもり 
精神疾患や発達上の問題を 

原因とするひきこもり 

ひきこもり 
 

ひきこもりは、厚生労働省の定義では「６か月以上自宅にひきこもって、会社や学校に行かず、家族以外との親密な 

対人関係がない状態」とされています。 

周囲との関係でうけるストレスを避け「ひきこもる」ことによって自分を守り、仮の安定を保っている状態とも考えられま

すが、逆に不安や緊張を高めることにもなるため、安定と不安感の両極を揺れ動いていると言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ひきこもりの特徴 

ひきこもりの状態にある人の正確な人数は不明ですが、調査によると160万人以上存在すると指摘されています。ある調査では、

男性が76％、女性が24％と男性に多いことがわかりました。 

平均年齢はおよそ30歳、ひきこもり期間の平均は8.8年、12歳から29歳までに引きこもり始める人が90％を占めていました。

また、精神疾患の診断がついている割合は、35.7％との報告もあります。 

 

＊ ひきこもりの要因 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 理解のためのポイント 
 

 

 

 

 

 

 
 

＊ 家族の対応のヒント 

強い不安や葛藤で本人も苦しんでいます 

怠けや反抗ではありません。 

「原因探し」「犯人探し」は意味がありません 

原因がはっきりしない場合が多いので、これからどうしていくか 

考えることが大切です。 

家族で取り組む覚悟が大事です 

長期化している場合は、本人の力だけで立ち直ることは困難です。 

ご家族自身が楽しみや息抜きを大切にしてください 

家族自身が健康的であることは、本人にも良い影響を与えます。 

 

 

 

 

精神疾患によるもの 
 

統合失調症や神経症などの 

精神疾患がある場合 

脳の機能によるもの 
 

自閉スペクトラム症 

注意欠如・多動症などの 

発達上の問題による場合 

心の問題によるもの 
 

いじめや挫折を体験したことが

原因となっている場合 

・特定の病気や障害ではなく、「状態」を指す言葉です 

・はっきりした理由や原因が不明であることも多くあります 

・多くの人は、強い不安や葛藤を抱えています 

・「育て方が原因」だと考える必要はありません 

・本人だけではなく、家族にも支援が必要です 

・誰にでも起きる可能性があり、回復することも可能です 

・統合失調症や神経症などの病気が強く影響している場合もあります 
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ひきこもり 

所沢市社会福祉協議会 

あったかサポート「りーち！」 
 

ひきこもりに関する個別相談や 

居場所・フリースペース、家族支援などを

行っています。 

☎ 04-2968-3773 

E-mail：3773a@toko-shakyo.or.jp 
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